
議

案

第

四

号

 

 
 

 

港

区

職

員

の

退

職

手

当

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

 

 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。

 

 
 

平

成

二

十

三

年

二

月

二

十

三

日

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 

港

区

職

員

の

退

職

手

当

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

 

 

港

区

職

員

の

退

職

手

当

に

関

す

る

条

例

（

昭

和

三

十

二

年

港

区

条

例

第

四

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

 

付

則

に

次

の

一

条

を

加

え

る

。

 

第

六

条 

平

成

二

十

三

年

三

月

三

十

一

日

（

以

下

「

基

準

日

」

と

い

う

。

）

に

学

校

教

育

法

（

昭

和

二

十

二

年

 

 

法

律

第

二

十

六

号

）

第

二

十

七

条

に

規

定

す

る

幼

稚

園

の

教

頭

（

以

下

「

教

頭

」

と

い

う

。

）

で

あ

つ

た

職

 

 

員

（

基

準

日

に

他

の

特

別

区

に

お

い

て

教

頭

で

あ

つ

た

者

を

含

む

。

）

が

同

条

に

規

定

す

る

幼

稚

園

の

副

園

 

 

長

と

し

て

平

成

二

十

三

年

四

月

一

日

か

ら

平

成

二

十

五

年

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

退

職

し

た

場

合

の

一

 

 

般

の

退

職

手

当

の

額

が

、

そ

の

者

が

基

準

日

に

現

に

退

職

し

た

理

由

と

同

一

の

理

由

に

よ

り

退

職

し

た

と

し

 

 

た

な

ら

ば

支

給

を

受

け

る

こ

と

が

で

き

た

一

般

の

退

職

手

当

の

額

（

以

下

「

仮

の

退

職

手

当

額

」

と

い

う

 
 

う

。

） 
 



 

に

達

し

な

い

と

き

は

、

第

四

条

の

三

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

仮

の

退

職

手

当

額

を

そ

の

者

に

対

し

て

支

給

 

 
す

る

一

般

の

退

職

手

当

の

額

と

す

る

。 

 
 

 
付 

則 

 

こ

の

条

例

は

、

平

成

二

十

三

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

 

（

説 

明

） 

 

幼

稚

園

教

育

職

員

の

職

の

見

直

し

に

伴

い

、

規

定

を

整

備

す

る

た

め

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。

 


